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【復水が利用される背景】
【概要】

【現状の復水工法の課題】

①下水道使用料の削減
下水道へ排水する場合、排水量に応じて自治体

     から課金される。（例 東京都 345円/m3 、1000ｍ3

以上/月の場合、2023年）
②下水道・河川等への排水の回避

下水道・河川等の管理上、排水が不適な場合がある。
③周辺環境の保全

地盤環境（植生等）、地下水(資源）の保全
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真空ポンプ

a 脱気

減圧空気

水中ポンプ

b 水中ポンプ（洗浄用）

c プレスポンプによる加圧

空気に触れず短時間の滞留（数
分間）のため、溶解性物質（鉄や
マンガン）の酸化が抑制され、コ
ロイド粒子の生成が抑制される。

a 鉄網による細粒分の除去

a 閉じた配管

SWP VPRW

b 透水性のよい地層（砂層、礫層）を選択

c  止水パッカー
（復水ブロー防止）

水の流れ

粘性土層

a   ハイウェイ洗浄による井戸周
辺の浮遊微粒子の除去

＜工法の特徴＞
a 地下水中の固形物質の

生成防止と除去技術
b 透水性地盤の選択と

地盤の透水性の改善技術
c 加圧及び復水ブロー防止技術

c  モルタル工
（復水ブロー防止）

排砂

・SWP、VPRWの配置は 1：1 対応
・各復水管をつなぐバイパス管を配置
・復水管には流量計を設置

【SWP、VPRW 配置例】

①揚水井戸1本に対し複数本の復水井戸が必要
揚水井戸（DW）１本に対し複数本（３本程度）あるい
は深い復水井戸が必要である。

②完全復水が困難
目詰り等により一部を下水道に排水するケースが多い。

【VPRWの特長】
① SWP工法との一体化による復水量の低減
同じ水位低下を図る場合、SWP工法による揚水量
（復水量）はDW工法に比較して少ない。

②完全復水が可能
【概要】に示す対策により完全復水を実現する。

市川市菅野下水処理場建設工事（千葉県）（日本下水道事業団発注）

VPRW
（復水井戸）

プレスポンプ

とるとる砂Q （除砂装置 ）

【施工実績】（一部）

● 仙台空港アクセス鉄道開削トンネル部など
（国土交通省東北地方整備局塩釜港湾空港整備
   事務所発注）
●杉並清掃工場立替工事
（東京二十三区清掃一部事務組合発注）
● 和歌山地方合同庁舎建築工事
（国土交通省近畿地方整備局発注）
●船橋市立船橋高等学校第三体育館建替え工事
（船橋市教育委員会発注）
●九段南1丁目プロジェクト（九段会館テラス）
（合同会社ノ－ヴェグランデ（東急不動産・鹿
   島建設）発注）
●早稲田中学校・高等学校 3号館・興風館建替
    工事（学校法人早稲田高等学校発注）
●虎ノ門一・二丁目地区第一種市街地再開発事業
に伴う施設建築物新築建築工事（虎ノ門ヒル
ズステーションタワー）（森ビル発注）

SWP（揚水井戸）

VPRW（復水井戸）

バイパス管

（連壁）

復水管

（掘削エリア）

【復水設備配置例】

（SWP）
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